






まとめ 

1 小児期腎不全の救命率は著明に改善されてきているが,成長障害は未だ十分な解決法が

得られていない重大な合併症である。 

2 糸球体腎炎を原疾患とする腎不全児は学校検尿による早期発見早期治療によって適切左

管理が可能となってきている。しかし,腎尿路奇型については,現在の学校検尿による早期

発見は難かしく,適切な検索手段の検討が必要である。 

3 成人領域で試みられてきている腎不全の食事療法(蛋白,燐制限)について,小児での効果

を検討することが今後の課題と考えられる。 


